






要旨:第 14回全国調査で得られた最低血清アルブミン値の解析を行った。今回の調査結果

から、川崎病では低値を示すものが多く、特に 6 か未満の年少例や逆に 10 歳以上の年長

例で顕著であった。診断別では確実例は容疑例に比して低値を示した。また、免疫グロブ

リン（lG)の投与を受けた群に低値を示すものが多く、アルブミン値の低いものほど投与

率が高かった。心後遺症合併例に低値を呈するものが多く、その程度と新後遺症の合併率

はほぼ比例し、巨大瘤合併例ではこの傾向は顕著であった。今回の調査から、川崎病急性

期の血情アルブミン値は重症度の判定に有用で、低アルブミン血症は心後遺症発生の重要

な危険因子の一つであることが指摘された。


